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第第１１   ダダイイババーーシシテティィ 労労 かか  
  
 ダイバーシティ 労に の る  
 
１１．．社社会会のの 員員 てて、、 働働 ららいい 々々のの働働 整整 、、 にに働働   
  

表表 11 個別積上げ方式による働きづらさを抱える者の推計結果 (万人) 

類型 総数 うち無業者 うち就業増加期待数
障害者 403 255 128
難病患者 47 18 8
糖尿病患者 186 49 10
がん患者 49 20 8
エイズ/HIV患者数 2.0 0.5 0.3
高次脳機能障害者 8.0 4.4 1.9
若年性認知症患者 3.8 3.4 2.4
ギャンブル依存症 56
薬物使用者(生涯経験あり) 216
アルコール依存症 43
LGBT等 235
社会的養護施設退所者 11
刑務所出所者等 30 12 9
ニート(15〜34歳) 53 53 24
不本意フリーター(15〜34歳) 20 0 0
就職氷河期世代(支援対象者) 125 75 52
広義引きこもり 54 41 22
ホームレス 0.3 0.3 0.1
ネットカフェ難民 0.5 0.2 0.1
貧困母子家庭 36 8 8
貧困父子家庭 1.8 0.4 0.4
生活保護世帯(その他の世帯) 25 16 16
総数（重複調整後） 1,518 515 269
高齢者（65〜69歳） 946 505 178
総数（高齢者を含む） 2,464 1,020 447  
（ ）「経済・財政・社会保障収支・労働需給バランス検討部会 2019年度報告 」  
  
ダイバーシティ 労の第 1 の 、社会の 員 て、 働 らい 々の働

整 、 に働 ある 働 ら る に る

1,500 る（ 表 1） の に 現 働いている る 、 の 業

労 ある 、支 に り 労 の る 270 いる

る  
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２２．．多多様様なな働働きき方方でで働働くく  
  
 ダイバーシティ就労の第 2 の は、障 けでなく、多様な働きづらさを抱える人々

が、一 社会の一員として、い る保 就労 ート き就労 一 就労、と多様な働

き方で働く とである  
障 就労ないし多様な働きづらさを抱える人々の就労は、 一 労働 での就労（一

就労）、 支援（援 ） き ・就 、 保 就労（ ）、 イ クティ ティ・

ン ーでの就労の 4 に する とができる（ 2）  
 
  22  なな障障 就就労労なないいしし多多様様なな働働ききづづららささをを抱抱ええるる人人々々のの就就労労のの     
①  一般労働市場での就労（一般就労） 

企 、 部 、NPO で、「合理 」 を き、 の ートなし 

に働く の  

②  支援（援助）付き雇用・就業 

supported employmentの で、一 労働 での就 を ないし する 

めの何らかの ート（ジ ブ ー 、 て ）を ながら就労する の  
③  保護就労（雇用） 

sheltered work はsheltered work employmentの で、一 労働 で 

の就 が しい方々に、保 環境の 、 テーシ ン・プロ ラムと就労     

就労 活 を する の  

④  簡易就労 

度障 ないし 度の働きづらさを抱え、 の 活 外 しい人々に  
      し、 生活 の支援、 体 生活 力の の めに必要な援 、そして  

活 ・生 活 の 会の を 「 イ クティ ティ・ ン ー」 での  
な就労  

 
（１）社会の一員として、多様な働きづらい方々の働く環境が整備され、一緒に働く と、

（２）働きづらさを抱える人々が多様な働き方で働く とができる と、は の とな

ている  
さて、 の障 就労の を ると、次の 2 が できる  
第 1 に、 ・就 、何ができないか（ ーク・ ィス ティ）から、何ができる

か（ ー ティ） の政 が進 している 何ができるかの に づき を

確にし ートが される にな 、一 労働 での就労 進、保 就労から支援

き （ ーテッ ・ ンプロイ ント）が に が ている  
第 2 に、障 けでなく、多様な働きづらさを抱える方々の け れを目 す きが

ている すな 、 、障 、 の 、 な で、社会 に してい
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る 々 、社会の て「 」、 ーシ ル・イン ルー ン政 て

いる 障 け 、「働 いのに働け い 々」 社会に、 の労働の場

に てい い に ている  
2つの る 、 表 3の に る 表 3 、 に 労 の 度

（ にい 、 労 の 度 る）、 に 障 外 の

度 ている（ にい 、障 外の 々に る）

の国 、 理 に り に ている ら る  
 

 
（ ）ダイバーシティ 労支 機構  

 
３３．． 支支 るる  
  
ダイバーシティ 労の第 3 の 、 ンバーから る ー 構

ていて、労働 政、厚生 政 働 て 支 る ある 労働 政 、

、 業 関 ている 厚生 政

ている ル 、 、 労支 事業 （ 労 支 A 事業 、 労

支 事業 ）、 支 （ 社会 会、 労・生 支 ン ー ）、 ー

ー 、 ー ステーシ ン、企業（企業 ） に る 要 ある   
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第第２２章章  ダダイイババーーシシテティィ就就労労推推進進のの必必要要性性  
  
ダイバーシティ就労の推進は、 人にと て 、企 社会にと て 、政 にと て 、

プラスになる  
 

１１．．働働ききづづららささをを抱抱ええるる人人々々のの生生活活のの質質をを高高めめるる  
ェ ・ ーイン （well being）とい が、 の政 書では く れる

成 30 年度 生労働 政 研究会報告書（2019年 7 ） で 、「就 からの ェ ・

ーイン 」を「働き方を労働 が 体 に できる環境整備の推進・ の

を て、労働 が ら 生き方に かで な 人生を れる に

なる とに 、 らの が保障され、働きがいを 、 体 、 、社

会 に な状 になる とをさす 」と している 働きづらさを抱える人々の就労支

援は、支援 の ェ ・ ーイン の を目 す のでなけれ ならない  
 
２２．．労労働働力力のの確確保保、、経経済済成成長長にに資資すするる  
 生 年 人 が に 、人 が している その で、す ての人々が

に てその 力を に できる にしていく とは、労働力の確保に

し、 いては経済成長に資する 第 4 次 の がい れているが、 し IT
ロ ット の進 は、 を あるが、人 の では、障 のある人々 その

の働きづらさを抱える多くの人々の 力を活かす きな 性を つ  
 
３３．．社社会会保保障障費費のの増増加加抑抑制制ににつつななががるる  
 ダイバーシティ就労の推進は、「経済・財政・社会保障収支」にプラスとなる ダイバー

シティ就労を推進する とで、 支 その のは増加するが、GDP（ 内総生 ）は増加

し、 ・社会保 収 が増え、 ・ の支 が する とで、財政・社会保障収

支は する とが される  
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第第３３   WWOORRKK!!  DDIIVVEERRSSIITTYY （（ダダイイババーーシシテティィ 労労支支 ララ   
ーー ）） のの検検討討

ダイバーシティ 労 る に、 の から る WORK! DIVERSITY
（ダイバーシティ 労支 ラ ー ）

１１．． 委委員員会会  

 各 のリーダー て ている方々 、 につ 、

から い 委員会 ある 5の の ーバー機関の事 方の ラス

の方々に 、 委員会 ーバー て い いている  

委委員員会会委委員員（（２２００１１９９年年度度））  

委員  （日本 ・ 済事業 理事 、 国社会 会会 、

） 

委員 

・生 （ 厚生労働省 業 ） 

・ （ 国社会 経 会会 ） 

・ 基 （日本社会事業 員 、 厚生労働省事 ） 

・ （ ） 

・ （ 経済 部 ） 

・ 厚 （ 政 部 、 厚生労働事 ） 

・ （ 業 部 、 事） 
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２２．．企企画画委委員員会会  

本 のか り 、 労支 の基本 ー 構 委員会 ある  

企企画画委委員員会会委委員員（（２２００１１９９年年度度））  

委員  （ 経済 部 ） 

委員 

・ 日 （ ） 

・ （障 企業支 会理事） 

・ （生 ラ の 理事 ） 

・ 﨑 （ 国 国 社 ） 

・ （NPO 理事 ） 

・ 保 （ 労 支 A 事業 国 会理事 ） 

・ （ 国 度障 事業 会 理事） 

・ （ 国シルバー ン ー事業 会 理事） 

３３．．「「経経済済・・財財政政・・社社会会保保障障収収支支・・労労働働需需給給ババラランンスス」」検検討討部部会会  

「経済・財政・社会保障収支・労働需給バランス」 働 ら る の 労

の関 る部会 ある  

「「経経済済・・財財政政・・社社会会保保障障収収支支・・労労働働需需給給ババラランンスス」」検検討討部部会会委委員員（（２２００１１９９年年度度））  

部会  （ ） 

部会委員 

・ （ 海 日 保 ） 

・ （ グ ーバル・ バ ンス ） 

・ 本 （ 海 保 ） 

・ （ 経済 部 ） 
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２２．．企企画画委委員員会会

本 のか り 、 労支 の基本 ー 構 委員会 ある

企企画画委委員員会会委委員員（（２２００１１９９年年度度））

委員 （ 経済 部 ）

委員

・ 日 （ ）

・ （障 企業支 会理事）

・ （生 ラ の 理事 ）

・ （ 国 国 社会 ）

・ （NPO 理事 ）

・ 保 （ 労 支 A 事業 国 会理事 ）

・ （ 国 度障 事業 会 理事）

・ （ 国シルバー ン ー事業 会 理事）

３３．．「「経経済済・・財財政政・・社社会会保保障障収収支支・・労労働働需需給給ババラランンスス」」検検討討部部会会

「経済・財政・社会保障収支・労働需給バランス」 働 ら る の 労

の関 る部会 ある

「「経経済済・・財財政政・・社社会会保保障障収収支支・・労労働働需需給給ババラランンスス」」検検討討部部会会委委員員（（２２００１１９９年年度度））

部会 （ ）

部会委員

・ （ 海 日 保 ）

・ （ グ ーバル・ バ ンス ）

・ 本 （ 海 保 ）

・ （ 経済 部 ）

11

４４．．「「海海外外状状況況整整理理」」部部会会  

海外の状況 日本 の国 比較 整理 る部会 ある  

「「海海外外状状況況整整理理」」部部会会委委員員（（２２００１１９９年年度度））  

部会  （ 政 ） 

部会委員 

・ 﨑 （ 国 国 社 ） 

・ （日本障 リ リテーシ ン 会 、 

部 ） 

・ （ 部 ） 

・ （ 保 ） 

５５．． ーーババーー  

の に、 ーバー て いている  

日本経済 会  日本労働 会  

日本 会   国 企業 会  

国 度障 事業 会  障 企業支 会 

国 事会  財   
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